
　　　遊漁船業等のインバウンド対応の強化・新規就業の促進
現状・課題

対策とスケジュール

取組方針
○　リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン～を契機に
　　　　　　　　　　　　遊漁船業等の取組を加速化
　　　
　　　①旅行商品・観光商品の造成・磨き上げ
　　　②新規就業の促進
　　　③インバウンド対応の強化

○　高齢化等により遊漁船業等の担い手が不足
○　遊漁船業等への就業に興味がある漁業者等はいるが、初期投資や手続きが煩雑なことがネック
○　一方、H31.2から始まる自然・体験型観光キャンペーンは遊漁振興には追い風
○　インバウンドは「モノ消費」から「コト消費」へとニーズが変化しているが、どのような遊漁
　　 船業等のコンテンツに需要があるか不明
　　　　ホエールウォッチングでは外国人客増
　　　　遊漁船、磯釣り、ダイビング、体験漁業などでは時々外国人客の来訪あり

H30年度 H31年度

●農山漁村振興交付金（農泊推進（渚泊分））【国】
　内容：漁村等における農泊の推進に対する支援
　　　　

【H30実施地区・旅行商品造成・磨き上げ内容】
室戸市　　　　　　　室戸岬クルーズ
須崎市深浦　　　　釣り筏・カニ網＋食事
黒潮町　　　　　　　海のオーロラ「夜光虫」見学ツアー
土佐清水市　　　　釣りブリ漁見学・体験
大月町　　　　　　　観光イカ釣り＋食事、サンセットクルーズ

H30年度実施内容のフォローアップ

■造成・磨き上げ内容（予定）
①シラス・ちょい釣りツアー(安芸市)　　　②たたき体験や伝統漁業体験(高知市)
　　　　　　　　　　③一日漁師体験(中土佐町)　　　
■インバウンド対象モニターツアー（外国人留学生・旅行業者）
　ﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ（土佐市）、釣り筏（須崎市）、マダイ釣り（高知市）
　↳ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ対応ｺﾝﾃﾝﾂの絞り込みや受入のための最低限のツール整備→横展開

●遊漁船業等への新規就業（漁業からの多角経営化含む)の促進
・新規就業への支援を強化
　法定備品、船舶の改修、研修費用等
・漁協が実施する遊漁船業等の取組に係る基盤整備の支援を追加
　船舶の購入、改修、漁業体験施設の整備等

●インバウンド対応の強化
・インバウンド体制の整備の支援を追加
　wifi整備、多言語化（パンフレット、ホームページ）等
・先進地調査・視察
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④室戸市　大敷網　　　　農山漁村振興交付金活用による商品造成
⑤大月町　マグロツアー　　地産外商推進事業費補助金　　　　〃

●旅行商品開発支援委託業務
　内容：旅行商品の造成・磨き上げ、商品の提案　　　　　　　　　　　　　　　インバウンドモニターツアー、H30年度実施内容のフォローアップを追加

●遊漁船業等アドバイザー委託業務
　内容：遊漁船業者等を対象に経営　　　　　　　　報償費により
　　　　　 実態を踏まえた助言・指導　　　　　　　　　 対応のため廃止
●遊漁船業等振興事業費補助金
　内容：遊漁船業者等を対象としたハード・ソフトの支援

●生産基盤維持向上事業費補助金
　内容：漁業の維持向上のための共同利用施設の整備等への支援


